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イノシシの骨格を掘り出す　　2009 年 12 月 25 日に埋めて 11箇月，「ふるさと考古学⑨骨の
考古学」の講座で，骨だけになったイノシシを砂の中から掘り出しました。骨を傷つけないために

金属の移植ごては使わず，指先で骨を探り当てたら竹串と刷
は け

毛で砂を落とします。漏
も

れがないよう

に，掘り上げた砂を篩
ふる

って細かな骨も探しました。洗浄して乾燥させた骨格は，貝塚から出土した

動物の骨を研究するための標本として活用されることになります。砂場には現在，タヌキが埋めら

れています。 （2010.11.28）
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埋文だより

第８回企画展　古代茨城の鉄生産／公開講座「ひたちなか市の考古学」第４回

遺跡を見つけた少年たち（安島　功）

「出会い，別れ，そして夢考古学の旅路」 第６回 茨城県史編纂事業が始まった（川崎純徳）

展示資料紹介　柳沢大田房貝塚出土の土冠（横倉要次）

横穴墓を歩く⑤　崎浜横穴墓群（千葉隆司） ひたちなか市内の発掘調査2010

展示資料紹介　三反田蜆塚貝塚の大型石棒（鈴木素行）

１ケース・ミュージアム 19　いただきもの。 ひたちなか市の遺跡⑦　勝田三中学区編

歴史の小窓⑥　古代仏教の開花 虎塚古墳花便り⑥　ソメイヨシノ ほか

34ひたちなか
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日時　平成 23年　1 月 23 日 [ 日 ]－5月 8日 [ 日 ]
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前 9時－午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

場所　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
　　　                〒312‐0011　茨城県ひたちなか市中根 3499

　　　                     ☎ 029‐276‐8311

第 8 回企画展

古代茨城の鉄生産
2011年 1月 23日（日）～ 5月 8日（日）

後谷津遺跡製鉄遺構
　後谷津遺跡の製鉄炉は，谷の西向き斜面を削り出した段の上に，等高線と平行に設置された横置きの箱形炉で，炉の両側から鉄滓

を排滓します。長さ 1.8m，幅 0.5mに赤く焼けた炉床の両側には排滓坑が掘られ，排滓坑から排滓溝が斜面下に向かい伸びています。

出土土器がほとんどないために年代は不明ですが，製鉄遺構の特徴からみて 8世紀前半頃の製鉄炉になる可能性があり，近くの原の寺

瓦窯跡同様，水戸市に所在する那賀郡衙正倉院・正倉別院造作に伴う工房のひとつではないかと考えられます。

　

こ
の
展
示
で
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に
あ
り
ま
す

後う
し
ろ
や
つ

谷
津
製
鉄
遺
跡
の
価
値
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
茨
城
県
内
の
製
鉄
遺
跡
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
県
内
の
製
鉄
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物

を
展
示
し
解
説
い
た
し
ま
し
た
。

　

謎
の
多
い
製
鉄
遺
跡
研
究　

製
鉄
遺
跡
で
つ
く
ら
れ

た
鉄
は
古
代
で
は
大
変
貴
重
な
た
め
運
び
出
さ
れ
て
ほ

と
ん
ど
遺
跡
に
は
残
り
ま
せ
ん
。
ま
た
製
鉄
炉
は
操
業

が
終
わ
る
ご
と
に
壊
し
て
炉
内
の
鉄
を
取
り
出
す
た
め

に
、
製
鉄
炉
が
良
い
状
態
で
残
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
製
鉄
遺
跡
は
住
居
跡
の
よ
う
な

生
活
の
場
で
は
な
い
の
で
、
土
器
が
残
さ
れ
る
こ
と
も

稀
で
あ
り
、
出
土
土
器
か
ら
年
代
を
決
め
る
こ
と
も
難

し
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
古
代
の
製
鉄

研
究
は
、
製
鉄
炉
の
痕
跡
や
、
炉
壁
・
鉄
滓
と
い
っ
た

廃
棄
物
を
詳
細
に
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
考
え
て
い
く
し

か
な
く
、
年
代
が
不
明
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
謎
の
多
い

研
究
分
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
謎
を
解
く

べ
く
、
考
古
学
の
ほ
か
、
金
属
学
や
民
俗
学
、
歴
史
学

な
ど
の
研
究
者
が
協
力
し
な
が
ら
学
際
的
な
研
究
環
境

を
つ
く
っ
て
き
て
お
り
、
そ
こ
が
鉄
研
究
の
面
白
さ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
後
谷
津
製
鉄
遺
跡　

市
内
唯
一
の
製

鉄
遺
跡
で
あ
る
後
谷
津
製
鉄
遺
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

茨
城
県
最
古
の
製
鉄
遺
跡
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
年
代
は
八
世
紀
前
半
頃
の
製
鉄
炉
と
考
え
て
い
ま

す
。
古
代
の
製
鉄
炉
は
箱
形
炉
と
竪
形
炉
に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
後
谷
津
遺
跡
の
製
鉄
炉
は
箱
形
炉
で
す
。
後
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茨城県の製鉄遺跡

展示のようす

柏崎遺跡

宮平遺跡

茨城県の製鉄遺構（矢印が炉の位置，1/240）

宮平遺跡

粟田かなくそ山遺跡

五万窪遺跡

かじや久保遺跡

谷
津
遺
跡
の
近
く
に
あ
る
原
の
寺
瓦
窯
跡
と
同
じ
よ
う

に
、
水
戸
市
に
あ
る
古
代
那
賀
郡
の
倉
庫
群
を
つ
く
る

た
め
の
工
房
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
の
製
鉄
遺
跡　

茨
城
県
内
で
は
ま
だ
周
知
さ

れ
て
い
な
い
製
鉄
遺
跡
も
多
く
、
製
鉄
遺
跡
の
数
は

は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
た
製
鉄
遺
跡
は
、
ま
だ
九
遺
跡
ほ
ど
で

す
。
八
世
紀
の
箱は
こ
が
た
ろ

形
炉
が
五
遺
跡
（
後
谷
津
・
粟あ
わ
だ田
か

な
く
そ
山
・
宮
み
や
だ
い
ら平
・
柏
か
し
わ
ざ
き崎
・
尾お
さ
き
ま
え
や
ま

崎
前
山
遺
跡
）、
八
世

紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
の
竪た
て
が
た
ろ

形
炉
が
四
遺
跡
（
瓦
か
わ
ら
づ
か塚
・

五ご
ま
ん
く
ぼ

万
窪
・
か
じ
や
久
保
・
比び

や

く

な

い

屋
久
内
遺
跡
）
が
調
査
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
製
鉄
遺
跡
は
、
奈
良
時
代
前
半
に
、
郡
の
寺

院
や
官
衙
造
営
に
伴
い
開
始
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
奈
良
時
代
の
中
頃
に
は
国
府
周
辺
の
粟
田
か
な

く
そ
山
・
宮
平
・
柏
崎
遺
跡
で
、「
野の

じ

お

の

や

ま

が

た

路
小
野
山
型
」

製
鉄
炉
と
い
う
近お
う
み
の
く
に

江
国
の
先
進
的
な
箱
形
炉
が
操
業
し

ま
す
。
こ
れ
は
国
衙
や
国
分
寺
を
造
営
す
る
た
め
に
、

国
司
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
技
術
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
平
安
時
代
後
期
に
は
、
五
万
窪
遺
跡
や
か
じ
や
久

保
遺
跡
の
よ
う
に
掘
り
込
み
が
浅
く
、
炉
壁
に
長
石
・

石
英
類
の
礫
を
多
量
に
混
ぜ
た
特
徴
的
な
竪
形
炉
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
中
世
に
入
る
と
製
鉄
遺
跡
は
県

内
で
は
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

生
産
し
た
鉄
の
用
途　

古
代
に
製
鉄
遺
跡
が
形
成
さ

れ
た
時
期
は
、
寺
院
や
官
衙
が
造
ら
れ
た
時
期
と
重

な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
古
代
の
鉄
づ
く
り
の
目
的

は
、寺
院
や
役
所
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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　古代の鉄づくりは，砂鉄から粗鉄を生み出す「製鉄」と，粗鉄から製品を作り出す「鍛冶」

に分けられます。製鉄炉は粘土で築き，木炭により砂鉄を溶かして鉄塊を生み出します。でき

た鉄塊は鍛冶炉で熱して叩いてまとめ，粗鉄にします。おそらくできた粗鉄の多くが，釘や鉄

鏃のような大量消耗品に造られたことでしょう。一部の良質な鉄は刀になったかもしれません。

古
代
の
寺
院
跡
を
発
掘
調
査
す
る
と
、
大
型
の
釘
が
出

土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
市
原
市
に
所
在
す

る
上か
ず
さ
こ
く
ぶ
ん
じ
あ
と

総
国
分
寺
跡
の
調
査
で
は
多
量
の
釘
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
寺
院
や
官
衙
の
建
物
を
建
て
る
た
め
に
は
大

量
の
釘
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
素
材
鉄
を
得
る
こ
と
が
、

古
代
の
鉄
づ
く
り
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
」
第
四
回

古
代
の
鉄
生
産

　

二
〇
一
一
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
月
五
日
の
毎
週
土

曜
日
に
、
公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学　

第

四
回　

古
代
の
鉄
生
産
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
名
の

研
究
者
を
お
招
き
し
、
古
代
日
本
の
鉄
生
産
研
究
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
を
通
し
て
、
市

内
の
後
谷
津
製
鉄
遺
跡
が
、
県
内
最
古
の
製
鉄
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の

講
座
は
、
後
日
、
記
録
集
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

月 /日 演　　題 講　　師

2/12（土）製鉄遺跡研究の現状について 製鉄遺跡研究会穴澤　義功氏

2/19（土）近江国の製鉄遺跡 滋賀県立安土城考古博物館
大道　和人氏

2/26（土）茨城の古代製鉄遺跡 （財）ひたちなか市文化・スポーツ振興公社
佐々木　義則

3/5（土）鉄製品の分析からみた古代鉄生産
東北大学大学院
関　博充氏

「近江には 8世紀中頃に，野路小野

山遺跡という国内最大規模の製鉄遺

跡があります。そう言っても信じて

もらえないことが多いのですが，こ

れは間違いなく日本でもっとも大き

な製鉄遺跡であると理解していま

す。」

「日本の製鉄技術は，母親が中国で

すね。それが朝鮮半島を経て，日本

へ入って，だんだん改良されていっ

たという経緯があります。中国の製

鉄技術だけなのかというと，どうも

東南アジアとかインドの製鉄技術が

ミックスされていると現在では考え

られるようになっています。」

製
鉄
遺
跡
研
究
会

　
　

穴あ
な
ざ
わ澤　

義よ
し
の
り功　

氏

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

　
　

大お
お
み
ち道　

和か
ず
ひ
と人　

氏

東
北
大
学
大
学
院

　
　

関せ
き　

　

博ひ
ろ
み
つ充　

氏

講座終了後のギャラリートーク講座終了後のギャラリートーク

「鉄の産地推定ができないものかと

いうことを私は調べています。鉄器

に含まれる銅，ニッケル，コバルト

という 3つの元素に着目していま

す。この 3 元素は，鉄がさびても

鉄中に残る性質があるので，製鉄原

料の組成比を，ある程度示す可能性

があります。」
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歴
史
の
小
窓　

そ
の
六

古
代
仏
教
の
開
花

　

ひ
た
ち
な
か
市
原
の
寺
瓦
窯

跡
と
い
う
奈
良
時
代
の
瓦
窯
跡

か
ら
こ
の
蓮れ

ん
げ
も
ん
の
き
ま
る
が
わ
ら

華
紋
軒
丸
瓦
は
出

土
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
蓮

の
花
を
浮
き
彫
り
に
し
た
瓦
に

よ
っ
て
、
奈
良
時
代
寺
院
の
軒

先
は
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
私
が
考
古
学
を
学
び

始
め
た
頃
、
そ
の
蓮
華
紋
の
意
味
に
つ
い
て
、
夜
が

白
々
と
明
け
る
ま
で
語
っ
て
く
れ
た
先
生
が
お
り
ま
し

た
。
先
生
は
『
大だ
い
ち
ど
ろ
ん

智
度
論
』
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が

ら
、
法ほ

う
り
ゅ
う
じ
こ
ん
ど
う
し
ゃ
か
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う
こ
う
は
い
も
ん
よ
う

隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
光
背
文
様
に
込
め
ら
れ

た
次
の
よ
う
な
意
味
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。「
仏
を
た
た
え
て
集
ま
っ
て
く
る
者
は
、
仏
の

救
済
に
よ
っ
て
蓮
華
を
と
お
し
て
飛
天
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
そ
の
飛
天
が
堂
内
に
満
ち
て
、
天て
ん
が
い蓋
や
蓮
華
紋
な

ど
で
堂
内
を
飾
り
立
て
て
仏
を
供
養
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
よ
う
に
堂
内
に
充
満
し
た
功
徳
が
堂
外
へ
と
現
れ

て
軒
先
を
飾
り
立
て
た
も
の
が
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
で
あ
る

の
で
す
。」
驚
く
べ
き
こ
と
に
古
代
寺
院
の
金
堂
全
体

が
、
大
乗
仏
教
の
世
界
の
表
現
だ
っ
た
の
で
す
。
先
生

の
お
話
は
、
学
問
の
奥
深
さ
に
感
動
し
た
、
私
に
と
っ

て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
幸
福
な
数
時
間
で
し
た
。

（
佐
々
木
義
則
）

　

参
考
文
献　
　

長
谷
川
誠
「
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
の
荘
厳
意
匠
に
つ
い
て
」

『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九
四

ひたちなか市内の発掘調査2010
　

二
〇
一
〇
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に

お
い
て
は
市
内
遺
跡
調
査
の
ほ
か
、
十
五
郎

穴
横
穴
墓
群
の
範
囲
確
認
調
査
や
、
茨
城
県

教
育
財
団
に
よ
る
宮
後
遺
跡
・
部
田
野
西
原

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
遺

跡
調
査
で
は
、
本
郷
東
遺
跡
で
古
墳
時
代
後

期
の
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
、
須
恵
器
は
そ
う
や
土

師
器
甑
こ
し
き
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま

た
高
野
富
士
山
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
の
住

居
跡
が
調
査
さ
れ
、
墨
書
土
器
が
出
土
し
ま

し
た
。
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
の
範
囲
確
認
調

査
は
遺
跡
北
部
を
中
心
に
試
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
遺
跡
解
明
へ
向
け
て
少
し
ず
つ
歩
み

始
め
ま
し
た
。 

（
佐
々
木
義
則
）

2010（平成 22）年度市内遺跡調査一覧表

ひ た ち な か市 

水戸市 
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出土した須恵器杯

　高
こう

野
や

富
ふ じ

士山
やま

遺跡の発掘調査　高野富士山
遺跡は，ひたちなか市北部の高野地区に所

在する集落遺跡です。遺跡に住宅が建つこ

とになったため発掘調査を実施し，平安時

代（９世紀中頃）の竪穴住居跡が１基調査

されました。

　住居跡は一辺 3.5 ｍの正方形で，深さは

30 ㎝でした。床面に柱の穴がなかったの

で，屋根をふきおろしただけの簡易な構造

の屋根であったと思われます。床面は，竈

前から出入り口にかけて硬く締まってい

て，出入り口部分に小さな穴が見つかりま

した。これは竪穴住居に出入りするための

足掛け具の設置穴ではないかと考えられま

す。

　住居跡からは，当時の食器である杯
つき

や

高
たかつき

杯といった土器が出土しました。杯には

　宮
みやうしろ

後・部
へ た の

田野西
にしはら

原遺跡の発掘調査　宮後・部
田野西原遺跡は，ひたちなか市の部田野地区に

所在する，縄文時代から平安時代にかけての遺

跡です。今回は，国道 245 号線の道路拡幅工

事に伴い発掘調査を実施しました。

　宮後遺跡は，1900 ㎡の面積から，住居跡

16軒，掘立柱建物跡 10棟，土坑 20基，陥
おと

し

穴１基，溝跡４条，道路跡１条，ピット群１か

所を確認しました。集落は，弥生時代後期から

平安時代にかけて形成されていました。古墳時

代後期や奈良時代の住居跡は，大形のものが多

く，幾度か建て替えた形跡が見られました。中

には竈
かまど

を併設している住居跡がありました。調

査の結果，竈は大小２基あり，小さい方を後か

ら付け足していることがわかりました。住居内

に２か所の竈をもつものや，かけ口が縦・横に

２つ並ぶものは調査例がありますが，併設して

いるものは，大変珍しい事例です。

　また，陥し穴は，埋められた土から縄文時代

草創期のものと考えられます。遺物が出土しな

かったのは残念でしたが，黒色土が発達する前

に埋まったことから，上記の時期と推測してい

ます。土は固く締まっており，色も見分けにく

いため，調査時にはとても苦労しました。市内

の西
にし

谷
や つ

津遺跡にも，同時期の遺構があり，当時

の生活の様子を解明する貴重な資料になると思

います。

　部田野西原遺跡では，35 ㎡の面積に平安時

代の住居跡１軒を確認しました。宮後遺跡と同

じように併設した竈が見つかりました。住居を

建て替える時に新しい竈を作り，その後小さい

竈を付け足していました。

　当遺跡は，ひたちなか IC から那珂湊市街へ

向かう台地縁辺にあります。那珂川の河口付近

のこの地では，昔から継続して集落が形成され

ており，生活をするには好条件が揃っていたも

のと考えられます。
（茨城県教育財団　市村俊英）

調査された住居跡調査された住居跡

墨で文字が三文

字ほど書かれて

いましたが，今

のところ判読で
きていません。また，土鍋である土師器の

甕
かめ

，水や酒を入れたであろう須恵器の甕，

鎌や小刀などを研ぐための凝
ぎょうかいがん

灰岩製の砥石

などが出土しています。

　たぶんこの住居跡には，遺跡の南東部に

ある小さな谷に水田を営みながら暮らして

いた，小さな家族が住んでいたのでしょう。
（佐々木義則）

ひたちなか市内の発掘調査2010

併設した竈併設した竈（宮後遺跡第 16 号住居跡）（宮後遺跡第 16 号住居跡）
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十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
試
掘
調
査
速
報　

十
五
郎
穴

横
穴
墓
群
で
は
、
二
○
○
七
年
度
か
ら
測
量
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
○
一
○
年
度
か
ら
は
、
当
横
穴

墓
群
の
範
囲
と
埋
没
し
て
い
る
横
穴
墓
の
確
認
を
目
的

と
し
て
、
試
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
調

査
対
象
地
区
は
、指さ
し
ぶ渋

支
群
と
館た

て
だ
し出

支
群
の
一
部
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
埋
没
し
て
い
た
横
穴
墓
一
基
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
○
○
八
年
度
の
測
量
調
査
時
に

確
認
し
た
指
渋
第
一
二
一
号
墓
が
、
当
横
穴
墓
群
の
最

指渋支群の調査状況図

北
端
の
横
穴
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
当

横
穴
墓
の
調
査
で
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
の
須
恵
器
の

フ
ラ
ス
コ
形
瓶へ
い

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、

一
九
八
○
年
度
に
明
治
大
学
が
調
査
を
し
て
埋
め
戻
し

た
、
指
渋
第
一
一
四
〜
一
一
九
号
墓
を
再
確
認
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
第
一
一
六
号
墓
は
、
埋
葬
時
の
玄げ
ん
も
ん門

部

を
石
で
閉
塞
し
た
状
態
を
復
元
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
調
査
は
来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

（
稲
田
健
一
）

　

十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
を
案
内
す
る
と
、
必
ず
質
問
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
十
五
郎
穴
と
い
う

名
前
の
由
来
は
何
で
す
か
」
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

時
は
ま
ず
始
め
に
「
十
五
個
の
穴
が
あ
る
か
ら
で
は
な

い
で
す
よ
」
と
前
置
き
し
て
か
ら
説
明
を
始
め
ま
す
。

「
十
五
郎
」
と
は
、
中
根
地
区
に
伝
わ
る
昔
話
の
登
場

人
物
「
十
郎
・
五
郎
」
と
い
う
二
人
の
兄
弟
の
略
称
で

す
。「
十
郎
・
五
郎
」
と
い
う
人
物
は
、
鎌
倉
時
代
の

父
の
仇
討
ち
の
物
語
で
あ
る
『
曽
我
物
語
』
に
登
場
し

ま
す
。
地
元
に
伝
わ
る
物
語
で
は
、
十
郎
・
五
郎
が
仇

討
ち
の
後
、
追
っ
手
を
逃
れ
て
横
穴
墓
に
逃
げ
隠
れ
て

い
た
と
言
う
こ
と
か
ら
「
十
五
郎
穴
」
と
名
前
が
付
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
十
朗
・
五
郎
」
の
お
話

は
、
江
戸
時
代
末
の
水
戸
藩
の
小こ

宮み
や
ま山
楓ふ
う
け
ん軒
が
記
し
た

文
献
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
約
二
○
○
年
以
上
前
か

ら
伝
わ
る
物
語
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
十
五

郎
穴
の
上
に
位
置
す
る
虎

塚
古
墳
の
「
虎
」
は
、
十

郎
の
妻
で
あ
る「
虎
御
前
」

に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
地
元
に
伝
わ
る
昔
話

か
ら
つ
け
ら
れ
た
遺
跡
の

名
前
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
事
例
で
す
。　
　
　
　

（
稲
田
健
一
）

　

ひたちなか市内の発掘調査2010
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十五郎穴横穴墓群の「心霊写真」
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霞
ヶ
浦
は
、
茨
城
県
を
代
表
す
る
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
持
す
る
湖
で
す
。
沿
岸
に
は
様
々
な
歴
史
が
刻
ま

れ
、各
種
遺
跡
が
現
代
に
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
十
三
万
年
〜
七
万
年
前
、
地
球
上
は
比
較

的
暖
か
い
時
代
で
、
霞
ヶ
浦
を
含
め
関
東
地
方
に
は
大

き
な
内
湾
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
湾
の
入
り

江
に
は
、
干ひ

潟が
た

が
形
成
さ
れ
、
そ
う
し
た
場
所
は
貝
た

キ
が
時
を
経
て
化
石
と
な
っ
た
姿
が
県
道
一
一
八
号
線

沿
い
の
断
崖
に
み
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
の
カ
キ
殻
化
石
層
は
、
後
の
古
墳
時
代
に
墓
所
と

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
崎
浜
横
穴
墓
群
で
す
。
崎
浜

横
穴
墓
群
は
、
カ
キ
殻
層
及
び
周
囲
の
砂
層
を
掘
り

ぬ
き
、
霞
ヶ
浦
に
向
け
て
開
口
し
て
い
ま
す
。
明
治

二
十
八
年
に
は
、
小
室
龍
之
助
に
よ
っ
て
『
東
京
人
類

学
雑
誌
』
一
〇
六
号
「
常
陸
国
霞
浦
沿
岸
付
近
ニ
於
ケ

ル
古
跡
」
に
紹
介
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
当
時
に
確
認
し
た
様
子
の
一
部
を
記
す

と
「
・
・
第
四
ハ
最
も
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
入
口
ハ

高
サ
三
尺
幅
二
尺
五
寸
屈
身
シ
テ
入
ル
凡
四
尺
ニ
シ
テ

立
ツ
ヲ
得
而
シ
テ
底
面
ハ
入
口
ヨ
リ
七
尺
ニ
シ
テ
六
寸

許
リ
高
ク
ナ
リ
又
三
尺
許
ニ
シ
テ
奥
壁
ニ
達
ス
奥
壁
高

サ
四
尺
其
ノ
上
ヨ
リ
算
シ
テ
高
サ
五
尺
許
リ
ノ
穹
隆
天

井
ア
リ
棚
形
ノ
平
ナ
ル
所
ア
リ
テ
其
ノ
幅
三
尺
許
リ
奥

ノ
部
分
ハ
左
右
ノ
部
分
ヨ
リ
モ
一
段
高
シ
全
形
ヲ
概
言

ス
レ
バ
恰
モ
第
一
ヲ
深
ク
土
中
ニ
造
リ
テ
入
口
ヲ
下
ニ

下
シ
屈
折
シ
テ
出
テ
タ
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
、・
・
」

と
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
大
小
四
基
の
横
穴
墓
を
報
告
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
県
道
拡
張
工
事
な
ど
に
よ
っ
て

新
た
に
発
見
さ
れ
た
横
穴
墓
を
含
め
十
七
基
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
崎
浜
横
穴
墓
群
は
、
小
室
が
報
告
し
た
第

四
の
墓
の
よ
う
に
羨せ
ん
ど
う道
と
玄げ
ん
し
つ室
の
間
に
高
い
段
差
を
設

け
た
高こ
う
だ
ん壇
式
と
呼
ば
れ
る
構
造
で
、
玄
室
に
設
け
ら
れ

た
棺

か
ん
し
ょ
う床

は
、規
模
の
大
小
に
よ
り
、数
が
一
〜
三
と
様
々

で
す
。
こ
の
構
造
か
ら
房
総
南
部
と
の
関
係
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
（
竹
石
健
二 

一
九
六
七
「
茨
城
県
新
治

郡
出
島
村
所
在
崎
浜
横
穴
墓
群
に
つ
い
て
」『
史
叢
』

一
一 

日
本
大
学
史
学
会
）。

　

筆
者
は
、
崎
浜
横
穴
墓
群
の
造
営
者
に
つ
い
て
、
そ

の
所
在
す
る
地
名
及
び
地
理
的
環
境
か
ら
古
代
氏
族
の

賀
茂
（
鴨
）
氏
と
の
関
係
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
賀
茂

氏
が
厨
く
り
や

管
理
に
携
わ
る
こ
と
か
ら
各
地
の
台
所
と
も
関

係
し
て
い
た
と
さ
れ
、
ま
さ
に
霞
ヶ
浦
の
水
産
物
や
沿

岸
地
域
か
ら
の
生
産
物
な
ど
は
絶
好
の
対
象
物
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

崎
浜
横
穴
墓
群
付
近
は
、
古
く
か
ら
の
港
が
あ
る
環

境
で
、
そ
う
し
た
立
地
か
ら
水
上
交
通
に
よ
る
他
地
域

と
の
交
流
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
と
い
え
ま
す
。
茨
城
県

南
部
地
域
の
横
穴
墓
は
、
本
横
穴
墓
群
と
同
市
志し

と

ざ

き

戸
崎

横
穴
墓
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
重
要
な
遺
跡
で
す
。

ち
の
絶
好
の

住す
み
か処

と
な
っ

て
い
き
ま

す
。
そ
の
貝

に
は
カ
キ
が

お
り
、
群
集

し
て
生
息
し

て
い
た
場
所

の
一
つ
に
、

か
す
み
が
う

ら
市
加か

も茂
字

崎
浜
の
周
辺

が
あ
り
ま

す
。
そ
の
カ
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昭
和
三
七
年
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
は
全
県
の
遺
跡

の
分
布
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
集
約
し
て
『
茨

城
県
遺
跡
地
名
表
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
編
集
作
業
を
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
成
瀬
孟

男
課
長
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
授
業
の
関
係
で
無
理
が
あ

る
と
言
う
事
で
辞
退
す
る
こ
と
と
し
て
県
教
育
委
員
会

に
成
瀬
課
長
を
訪
ね
た
。
す
る
と
成
瀬
課
長
は
「
定
時

制
に
ま
わ
れ
ば
時
間
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
事
で
あ
っ
た
。
二
年

位
な
ら
そ
れ
も
い
い
か
と
言
う
事
で
定
時
制
を
兼
務
す

る
こ
と
に
し
、
週
二
日
ほ
ど
の
定
時
制
勤
務
の
日
の
午

前
中
を
整
理
作
業
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
場
所
は
県

立
図
書
館
二
階
に
あ
っ
た
県
立
美
術
館
準
備
室
で
仕
事

に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
こ
に
川
上
博
義
氏
が
お
ら
れ
た
。

　

昭
和
三
九
年
の
秋
に
県
史
編
纂
室
が
一
階
に
開
設
さ

れ
、
佐
藤
次
男
氏
が
赴
任
し
て
き
た
。
時
々
、
県
史
編

纂
室
に
立
ち
寄
り
佐
藤
氏
と
雑
談
を
交
わ
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
地
名
表
の
整
理
作
業
は
難
航
し
た
。
遺
跡

カ
ー
ド
の
点
検
、
添
付
さ
れ
て
い
る
地
図
を
国
土
地
理

院
の
地
形
図
に
落
と
す
作
業
が
中
心
で
あ
る
が
、
調
査

員
が
添
付
し
た
地
図
は
手
書
き
も
し
く
は
ガ
リ
版
印
刷

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
か
ら
正
確
に
地
形
図
に
落
と
せ

な
い
。
編
集
予
算
は
ゼ
ロ
、
文
房
具
を
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

県
史
編
纂
の
話
は
川
上
氏
や
遺
跡
カ
ー
ド
整
理
作
業

の
後
、
良
く
訪
れ
て
い
た
天
恩
ビ
ル
専
務
の
滝
田
宏
氏

か
ら
聞
い
て
い
た
。
当
時
の
委
員
は
斎
藤
忠
、
山
内
清

男
、
高
井
悌
三
郎
、
大
塚
初
重
、
志
田
諄
一
、
滝
田
宏
、

大
森
信
英
、
川
上
博
義
の
各
氏
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く

山
内
氏
が
辞
任
さ
れ
、滝
田
氏
も
や
め
ら
れ
た
。代
わ
っ

て
佐
藤
達
夫
氏
と
私
が
委
員
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
時
滝
田
氏
か
ら
山
内
先
生
が
辞
任
さ
れ
た
理
由
を

お
聞
き
し
た
。
堂
々
巡
り
で
い
さ
さ
か
も
前
進
し
な
い

県
史
の
編
纂
に
嫌
気
が
さ
し
た
と
の
事
で
あ
っ
た
。
山

内
先
生
は
東
大
退
官
後
に
は
成
城
大
学
で
教
鞭
を
と
ら

れ
て
い
た
が
、
成
城
大
学
に
も
何
回
か
お
訪
ね
し
た
。

先
生
は
時
々
、
那
珂
湊
の
藤
本
弥
城
氏
宅
に
来
ら
れ
て

い
た
。
そ
ん
な
時
に
は
滝
田
、
川
上
氏
ら
も
駆
け
つ
け

て
い
た
。
そ
の
話
は
滝
田
、
川
上
両
氏
を
通
じ
て
う
か

が
っ
た
。
最
先
端
の
考
古
学
情
報
で
あ
っ
た
。
東
大
、

成
城
大
と
山
内
先
生
に
は
し
ば
し
ば
尋
ね
て
教
え
を
乞

う
た
。
山
内
研
究
室
で
は
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
が
疑

問
に
つ
い
て
は
報
告
書
な
ど
を
取
り
出
し
て
ご
教
授
く

だ
さ
っ
た
。山や
ま
が
た方

の
石
器
の
情
報
も
把
握
し
て
お
ら
れ
、

お
聞
き
し
た
時
に
は
旧
石
器
で
は
な
く
無
土
器
の
古
い

方
と
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

県
史
編
纂
委
員
に
な
っ
て
も
考
古
資
料
の
収
集
、
資

料
化
な
ど
が
主
な
仕
事
と
心
得
て
い
た
か
ら
ひ
た
す
ら

県
内
を
飛
び
回
っ
て
実
測
や
写
真
撮
影
等
を
行
い
、
資

料
を
部
会
の
会
議
に
提
供
し
て
い
た
。
佐
藤
先
生
の
調

査
に
も
顔
を
出
し
た
。
大お
お
く
し串

貝
塚
や
花は

な

輪わ

台だ
い

貝
塚
、
福ふ

く

田だ

貝
塚
な
ど
の
測
量
な
ど
で
あ
る
。
県
史
の
会
合
の
後

は
佐
藤
先
生
に
誘
わ
れ
て
喫
茶
店
に
良
く
行
っ
た
。
部

会
の
会
合
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が
出

来
た
。
私
の
調
査
で
は
赤あ
か
ば
ま浜
遺
跡
、
後
う
し
ろ

野の

遺
跡
に
は
滝

田
さ
ん
と
お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

左から川上博義、藤本弥城、山内清男、滝田宏の各氏

※川崎純徳氏のプロフィールは，連載第１回（『埋文だより』第 29 号）に掲載してあります。

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第６回　茨城県史編

へんさん

纂事業が始まった

川崎 純徳
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「
先
生
、
み
つ
け
た
。
こ
れ
で
し
ょ
、
ぬ
の
め
が
わ
ら
。

ま
だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
ー
。」

　

下
校
後
で
あ
っ
た
か
定
か
で
な
い
が
、
川
又
基
平
君

と
照
沼
君
だ
っ
た
と
思
う
。
火
照
っ
た
顔
に
汗
ま
み
れ

の
興
奮
状
態
で
、
職
員
室
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
手
に
は
幾
つ
か
の
土
器
片
が
握
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、確
か
に｢

布
目
瓦｣

で
あ
っ
た
。そ
の
時
の
印
象
、

喜
び
は
発
見
し
た
両
君
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
私
自
身

も
興
奮
気
味
。「
や
っ
た
な
ァ
ー
。」
と
大
声
に
な
っ
た
。

居
合
せ
た
先
生
方
も
「
何
だ
、
何
だ
、
何
を
…
。」
と
寄
っ

て
き
た
。
そ
れ
が｢

原は
ら

の
寺て
ら

瓦
窯
跡｣

の
発
見
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
私
は
那
珂
湊
中
学
校
（
旧
那
珂
湊
市
）
よ
り

勝
田
第
三
中
学
校
（
旧
勝
田
市
）
に
、
転
任
し
て
来
た

ば
か
り
。
赴
任
し
て
最
初
に
入
っ
た
玄
関
に
大
き
な
戸

棚
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
多
数
の
展
示
品
。
そ
の

中
に
、
一
際
目
立
つ
馬
の
埴
輪
。
い
く
つ
か
の
土
器
や

石
器
の
あ
る
の
が
目
に
写
っ
た
。
後
日
、
改
め
て
土
器
・

石
器
類
を
見
る
と
、
名
称
も
、
誰
が
・
い
つ
・
ど
こ
で

見
付
け
た
の
か
分
ら
な
い
。
馬
の
埴
輪
以
外
は
、
誰
も

知
ら
な
い
。
幸
い
、
当
時
の
勝
田
市
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
考
古
学
や
歴
史
関
係
の
担
当
の
方
々
と
連
絡
を
と

り
、
こ
れ
等
に
つ
い
て
指
導
や
協
力
を
い
た
だ
き
、
少

し
ず
つ
目
安
が
つ
い
て
き
た
。
授
業
で
は
、
土
器
や
石

器
を
社
会
科
歴
史
学
習
の
補
助
教
材
資
料
と
し
て
活
用

す
る
。
そ
の
一
つ
に｢

布
目
瓦｣

が
あ
っ
た
。

　

「
こ
れ
は
、
ぬ
の
め
瓦
。
よ
ー
く
見
る
と
今
の
瓦
と
は

違
う
よ
ネ
。
大
変
珍
ら
し
く
貴
重
な
も
の
で
、
現
在
市

内
で
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
は
い
な
い
。
も
し
こ
れ
が
見

つ
か
れ
ば
、
大
発
見
に
な
る
か
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

今
学
習
し
て
い
る
古
代
の
道
路
が
、
勝
田
付
近
の
ど
の

あ
た
り
を
通
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
、

駅う
ま

家や

跡
が
見
付
か
る
か
も
し
ら
な
い
よ
。」

　

そ
れ
が
原
の
寺
遺
跡
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
改
め
て

実
物
教
材
の
力
を
認
識
す
る
。

　

那
珂
湊
在
任
中
の
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
生
徒

達
に
は
、「
土
器
、
石
器
類
の
表
面
採
集
に
は
、
畑
な
ら

境
木
や
、
他
の
畑
と
の
境
界
で
あ
る
畦
、
そ
こ
に
は
畑

で
掘
り
起
こ
し
た
邪
魔
も
の
で
あ
る
石
・
土
器
類
が
寄

せ
集
め
ら
れ
て
い
る
。
畑
の
縁
の
土
手
面
が
低
地
に
崩

れ
落
ち
る
崖
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
畑
や
整
地
跡
で
は
雨
の

後
、
雨
に
よ
っ
て
遺
物
が
洗
わ
れ
て
見
つ
け
や
す
い
か

ら
ネ
。
持
ち
物
で
は
、
ス
コ
ッ
プ
、
メ
ジ
ャ
ー
、
方
位

を
示
す
磁
石
盤
、
野
帳
、
物
入
れ
な
ど
か
な
。
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
三
中
地
区
は
毒
蛇
（
マ

ム
シ
）
が
多
い
そ
う
だ
。
土
手
崩
れ
の
草
藪
に
は
大
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
あ
る
か
も
」。
更
に
、「
田
畑
の
持
主

に
許
し
を
得
る
こ
と
を
含
め
礼
儀
作
法
を
忘
れ
な
い
、

荒
ら
さ
な
い
。
そ
し
て
、
結
果
は
、
先
生
方
な
ど
に
相

談
す
る
こ
と
が
よ
い
。」
等
々
を
話
す
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
。
生
徒
た
ち
の
若

く
旺
盛
な
順
応
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
展

示
さ
れ
て
い
た
中
の
安
山
岩
質
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
調

べ
て
い
る
過
程
で
、
こ
れ
は
長な

が
す
な砂

地
区
の
卒
業
生
が
新

地
当
り
の
畑
で
拾
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
わ
か
っ
て
き
た
頃
。
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
あ

る
い
は
綿
引
君
で
あ
っ
た
か
記
憶
は
明
確
で
は
な
い
が
、

長
砂
の
原は

ら
や
ま山

ト
ウ
メ
ン
牧
場
で
数
個
の
頁け

つ
が
ん岩

質
の
石
器

ら
し
い
も
の
を
見
つ
け
て
き
た
。
早
速
そ
の
生
徒
の
案

内
で
現
地
に
行
く
が
、
草
地
の
所
々
に
黒
土
と
赤
土
の

地
面
が
露
出
し
て
い
る
付
近
を
見
廻
し
て
も
何
も
見
当

た
ら
な
い
。
後
日
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
調
査
に
来
訪
、

改
め
て
調
査
し
な
け
れ
ば
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が｢

原
山
遺
跡｣

の
発
掘
調
査
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
前
後
し
て
今
度
は
、
学
校
よ
り

南
西
方
向
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
本
郷
台
で
、
栗

田
茂
樹
君
が
、「
友
達
と
遊
ん
で
い
て
見
付
け
た
。」
と

い
っ
て
、頁
岩
質
の
立
派
な
石
刃
を
持
参
し
た
。
そ
こ
は
、

東
方
に
本
郷
台
団
地
が
作
ら
れ
て
い
る｢

後
う
し
ろ
の野｣

と
呼

ば
れ
、
将
来
小
学
校
建
設
予
定
地
と
聞
い
て
い
た
場
所

で
、
広
々
と
し
た
空
地
が
草
野
球
な
ど
で
遊
ぶ
の
に
最

も
適
し
て
い
た
。
周
囲
の
一
部
に
く
ぬ
ぎ
、
楢な

ら

な
ど
に
松

が
混
じ
っ
た
小
さ
な
自
然
林
が
あ
り
、
そ
の
近
く
の
赤

土
付
近
で
見
付
け
た
と
い
う
当
り
を
、
ス
コ
ッ
プ
で
削
っ

遺
跡
を
見
つ
け
た
少
年
た
ち

遺
跡
を
見
つ
け
た
少
年
た
ち

安
島　

功

安
島　

功
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十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
古
く
は

江
戸
時
代
の
一
七
六
三
（
宝
暦
一
三
）
年
に
久
方
蘭
渓

が
著
し
た
『
松
岡
郡
鑑
』
や
、
一
八
○
七
（
文
化
四
）

年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
小
宮
山
楓
軒
の
『
水
府
志
料
』
が

あ
り
ま
す
。『
水
府
志
料
』
は
水
戸
藩
士
の
小
宮
山
が

水
戸
領
全
域
の
地
誌
を
ま
と
め
た
書
物
で
、
十
五
郎
穴

は
「
十
郎
岩
屋
」
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

宮
山
は
そ
の
後
も
十
五
郎
穴
に
つ
い
て「
中
根
村
石
窟
」

を
著
し
、
そ
の
中
で
十
五
郎
穴
を
墓
と
考
え
、
横
穴
墓

の
規
模
や
被
葬
者
像
等
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。「
横

穴
」
が
「
墓
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
古
学
界
で
認

め
ら
れ
る
の
は
一
八
九
七
（
明
治
三
○
）
年
以
降
の
こ

と
な
の
で
、
江
戸
時
代
に
す
で
に
墓
と
考
察
し
て
い
た

小
宮
山
に
は
、
そ
の
見
識
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。

　

十
五
郎
穴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
栗
田
寛
の
『
事

蹟
雑
纂
』
や
、
大
内
義
比

の
「
常
陸
國
那
珂
郡
中
根
村

に
於
け
る
横
穴
」『
考
古
界
』

第
六
篇
第
一
一
号
等
の
江
戸

か
ら
明
治
時
代
の
文
献
に
記

述
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
文
献
か
ら
、
十
五
郎
穴
が

昔
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。                  

（
稲
田
健
一
） 　

て
み
た
が
、
何
も
出
て
こ
な
い
。
後
日
に
、
発
掘
調
査

の
手
伝
い
で
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
栗
田
君
た
ち
と

赤
土
を
削
っ
た
中
に
小
さ
な
石
器
の
破
片
ら
し
い
も
の

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
こ
が｢

後
野
遺
跡｣

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

梅
雨
明
け
の
晴
れ
た
暑
い
日
の
午
後
。
足
も
と
に
気

を
配
り
な
が
ら
、
赤
松
ま
じ
り
の
雑
木
林
を
ゆ
っ
く
り

と
歩
い
て
い
た
。
時
々
顔
を
上
げ
方
向
を
確
か
め
て
は

木
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
一
歩
ま
た
一
歩
と
。
と
こ
ろ

が
、
次
の
木
を
つ
か
ん
だ
そ
の
途
端
、
柔
ら
か
く
ヌ
ル
ッ

と
し
た
何
と
も
い
え
な
い
異
様
な
感
じ
。
顔
を
上
げ
た

の
が
先
か
、
一
瞬
飛
び
下
っ
た
。
つ
か
ん
だ
そ
の
物
も
飛

び
跳
ね
、
バ
サ
ッ
と
落
ち
た
音
。
そ
れ
を
見
て
ま
た
び
っ

く
り
、
何
と
太
く
ナ
ガ
ー
イ
蛇
の
青
大
将
で
は
な
い
か
。

背
筋
が
、
ゾ
ー
ッ
と
し
て
、
し
ば
ら
く
立
止
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

こ
れ
は
、
弥
生
住
宅
団
地
の
西
側
道
路
に
車
を
置
き
、

近
く
に
あ
る
埴
輪
製
作
遺
跡
の
周
辺
地
形
を
見
な
が
ら
、

社
会
科
学
習
の
野
外
観
察
用
の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
る

調
査
を
す
る
つ
い
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
、

当
時
大
変
珍
し
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
発
掘
調

査
の
折
に
幾
度
か
見
学
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
埴
輪
を

焼
い
た
登
り
窯
を
は
じ
め
、
工
房
跡
、
粘
土
採
掘
跡
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
次
々
と
見
つ
か
っ
た
。
し
か

も
、
そ
れ
ら
が
次
第
に
学
術
的
に
も
、
重
要
な
遺
跡
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
っ
て
き
た
の
だ
が
。
こ
の
発
見
に

つ
な
が
っ
た
の
は
、
勝
田
三
中
の
卒
業
生
。
在
校
中
の

頃
、
山
百
合
掘
り
で
偶
然
に
馬
の
埴
輪
を
見
付
け
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
発
掘
さ
れ｢

国
指
定
史
跡
、
馬ま

渡
わ
た

埴
り

輪
製
作
遺
跡｣

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
遺
跡
周
辺
の
地
形
な
ど
を
調
査
し
、
あ
わ
よ
く

ば
埴
輪
片
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
、
な
ん
て
考
え

な
が
ら
、
足
元
に
気
を
と
ら
れ
て
大
蛇
と
の
遭
遇
と
相

成
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
気
を
取
り
直
し
て
、
今
度
は
、

他
の
邪
魔
も
の
に
も
気
を
配
り
、
恐
る
恐
る
谷
津
に
か

か
る
土
手
際
を
進
む
。｢

こ
ん
な
所
で
見
つ
け
た
ん
だ

ろ
う
な
ァ
」
と
思
い
な
が
ら
。
山
百
合
の
花
に
は
少
し

早
い
せ
い
か
見
当
ら
な
い
。
か
細
い
の
が
少
し
ば
か
り
。

も
ち
ろ
ん
埴
輪
片
ど
こ
ろ
か
、
土
器
・
石
器
片
す
ら
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
よ
し
見
つ
け
よ
う
。」

と
欲
張
っ
て
闇
雲
に
探
し
て
も
見
つ
か
る
も
の
で
は
な

い
。「
今
日
は
、
野
外
観
察
用
の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
作
り
の

調
査
確
認
だ
か
ら
、
遺
物
を
見
つ
け
に
来
た
の
で
は
な

い
か
ら
。」
な
ど
と
気
休
め
気
分
で
引
き
上
げ
た
。

　

途
中
、
ふ
と
、
馬
の
埴
輪
を
見
付
け
た
当
時
の
生
徒

の
気
持
、
動
向
を
思
い
起
こ
し
、
偶
然
の
発
見
と
は
い

え
ど
も「
や
っ
ぱ
り
大
発
見
だ
。
偉
い
。
や
っ
た
な
ァ
ー
。」

と
思
っ
た
。
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は
、
砥
石
と
し
て
の
使
用
痕
と
考
え
る
。
同
じ
よ
う
な

使
用
の
痕
跡
は
、
千
葉
県
金か
な
く
す
だ
い

楠
台
遺
跡
の
大
型
石
棒
（
図

3-2
）
な
ど
に
も
観
察
さ
れ
て
い
る
。
研
ぎ
面
を
上
に
し

て
は
安
定
し
な
い
形
状
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
下
部
を

埋
め
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

側
面
の
研
磨
を
製
作
痕
、
上
面
の
研
磨
を
使
用
痕
と

捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
の
「
石
杵
様

磨
製
石
器
」
は
、
大
型
石
棒
の
破
片
を
素
材
と
し
た
砥

石
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
転
用
の
た
め
の
切
断
の
痕
跡

を
明
瞭
に
残
し
た
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
大
型
石

棒
と
し
て
の
本
来
の
長
さ
は
、
胴
部
の
太
さ
か
ら
推
定

し
て
九
〇
㎝
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
側
面
の
一
部
に
被
熱

の
黒
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
型
石
棒
に
対
し
て
「
燃

焼
」と
い
う
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
転
用
は
、

大
型
石
棒
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

展示資料紹介

三
み

反
たん

田
だ

蜆
しい

塚
づか

貝塚の大型石
せきぼう

棒
鈴木　素行

　｢大山石 ｣と名付けた石材の大型石棒
の分布を調査していたところ，センター
に所蔵されている資料の中にも，これを
見出しました。三反田蜆塚貝塚から出土
していた石器です。

　

１　

は
じ
め
に

　

ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
藤
本
弥
城
先
史
資
料
」
と
し
て
市
内
の
三
反
田
蜆
塚

貝
塚
の
遺
物
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
は
標
本

陳
列
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、

藤
本
弥
城
氏
に
よ
り
「
石
杵
様
磨
製
石
器
」
と
い
う
名

称
で
報
告
さ
れ
た
石
器
で
あ
る
。
藤
本
氏
は
、
こ
の
石

器
を
「
石
棒
」
と
は
区
別
し
て
記
載
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
石
器
を
「
大
型
石
棒
」
の
破
片
と

し
て
再
報
告
す
る
。
表
面
に
残
さ
れ
た
痕
跡
か
ら
は
大

型
石
棒
が
破
片
化
し
た
経
緯
、
石
材
の
特
徴
か
ら
は
大

型
石
棒
を
供
給
し
た
地
域
を
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　

２　

大
型
石
棒
に
残
さ
れ
た
痕
跡

　

大
型
石
棒
（
図
１
）
は
、
現
状
の
計
測
値
で
長
さ

一
八･

六
㎝
、
二
八
八
四･

三
ｇ
。
略
円
柱
状
を
呈
し
、

直
径
の
最
大
部
は
一
〇･

四
―
一
一･

一
㎝
、
最
小
部
は

七･
六
―
八･

一
㎝
で
あ
る
。
や
や
細
く
な
っ
て
凸
面

が
作
出
さ
れ
た
下
方
が
単
頭
の
石
棒
の
基
部
に
相
当
し
、

側
面
と
下
面
は
平
滑
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
上
面
も
研

磨
さ
れ
て
い
る
が
、
研
磨
が
及
ば
な
い
部
分
も
あ
り
、

全
体
を
平
滑
に
す
る
た
め
の
研
磨
で
は
な
い
。
上
面
の

周
囲
に
の
み
集
中
的
な
剥
離
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
剥
離
は
側
面
を
破
壊
す
る
が
、
上
面
は
破
壊
し
て

い
な
い
。
剥
離
の
痕
跡
は
、
樹
木
を
斧
で
伐
採
し
た
際

に
形
成
さ
れ
る
痕
跡
に
似
て
お
り
、
敲
打
に
よ
る
剥
離

を
繰
り
返
し
て
溝
状
に
抉
っ
た
部
分
か
ら
大
型
石
棒
が

切
断
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
切
断
の
痕

跡
は
、
栃
木
県
寺て
ら

野の

東
ひ
が
し

遺
跡
の
大
型
石
棒
（
図
3-1
）
な

ど
に
も
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
切
断
面
で
あ
っ

た
上
面
に
研
磨
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
研
磨
に
つ
い
て

想定される完形品の大きさと形
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３　

大
型
石
棒
を
供
給
し
た
地
域　

　

大
型
石
棒
の
石
材
は
「
安
山
岩
」
と
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
白
色
系
の
色
調
で
比
較
的
軟
質
の
岩
石
で
あ
り
、

石
英
粒
を
多
量
に
含
む
特
徴
は
、「
石
英
斑
岩
（
分
類
に

よ
っ
て
は
流
紋
岩
）」
と
記
載
さ
れ
た
群
馬
県
恩お
ん

賀が

（
西に

し

野の

牧ま
き

小お

山や
ま

平だ
い
ら）

遺
跡
の
石
材
に
共
通
す
る
。

　

恩
賀
遺
跡
は
、
群
馬
県
で
も
長
野
県
と
の
県
境
に
位

置
し
、
大お

お
や
ま山

と
い
う
山
の
麓
を
供
給
源
と
す
る
石
材
を

利
用
し
た
大
型
石
棒
の
製
作
址
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
時
期
は
縄
文
時
代
中
期
後
葉
。
こ
の
石
材
を
「
大

山
石
」
と
呼
び
、「
大
山
石
」
で
製
作
さ
れ
た
大
型
石
棒

の
分
布
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
こ
れ
が
関
東
地
方
を
ほ

ぼ
網
羅
す
る
よ
う
な
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
こ
と
（
図

２
）、
中
期
後
葉
だ
け
で
な
く
後
期
前
葉
ま
で
時
期
幅
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
三
反
田
蜆
塚
貝

塚
の
石
器
は
、「
大
山
石
」
の
大
型
石
棒
が
茨
城
県
域
の

海
岸
部
に
も
流
通
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

　

特
徴
的
な
石
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
本
氏
は
「
石

杵
様
磨
製
石
器
」
が
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
か
ら
も
う
一
点
、

市
内
の
上う
え

の
内う
ち

貝
塚
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
も

言
及
し
、
こ
れ
が
「
中
期
後
葉
の
遺
跡
に
あ
る
」
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
直
径
の
最
大
部
は
、
上
の
内
貝
塚

が
一
一･

五
㎝
で
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
、
三
反
田
蜆
塚
貝
塚

の
も
う
一
点
が
八･

五
㎝
と
一
回
り
小
さ
い
。
こ
れ
ら
を

観
察
し
て
み
る
と
、
と
も
に
「
大
山
石
」
を
素
材
と
す

る
大
型
石
棒
の
基
部
破
片
で
あ
っ
た
。
茨
城
県
域
に
お

け
る
「
大
山
石
」
の
大
型
石
棒
の
分
布
は
調
査
を
始
め

た
ば
か
り
で
、
確
認
で
き
た
資
料
は
未
だ
少
な
い
も
の

の
、
稀
で
は
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

４　

お
わ
り
に

　

大
山
の
山
麓
か
ら
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
ま
で
は
、
直
線

距
離
で
も
一
八
〇
㎞
を
超
え
る
。
長
さ
が
九
〇
㎝
を
超
え

る
大
型
石
棒
の
重
量
は
、
二
〇
㎏
を
優
に
上
回
る
。「
大

山
石
」
の
大
型
石
棒
の
価
値
の
大
き
さ
は
、
そ
の
運
ば

れ
た
距
離
と
重
量
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。
大
型
石
棒
が

本
来
の
役
割
を
終
え
る
に
際
し
て
は
「
燃
焼
」
と
い
う

行
為
と
、
こ
れ
に
伴
う
「
破
砕
」
と
い
う
現
象
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
破
砕
さ
れ
た
破
片
が
そ
の
ま

ま
、
あ
る
い
は
加
工
さ
れ
て
別
の
道
具
に
転
用
さ
れ
る

こ
と
は
、
縄
文
時
代
に
は
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
て
、

大
型
石
棒
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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展示資料紹介

柳
やなぎ

沢
さわ

大
だい

田
た

房
ぼう

貝塚出土の土
ど

冠
かん

横倉　要次

（実物大）

　土冠はその原型となった石冠とともに、男女両性の象
徴を具現化した表現がされたものと捉えられ、豊穣や繁
栄、誕生と再生、集団の統合などの祈りと願いを込めた
呪術的・儀器的な用具と考えられます。小さな破片です
が、茨城県内では３例目となる希少な土製品の一部であ
り、縄文時代晩期の精神生活を知る手掛かりとなる興味
深い資料と言えます。

　

１　

柳
沢
大
田
房
貝
塚
の
調
査

　

柳
沢
大
田
房
貝
塚
は
、
市
南
部
に
所
在
す
る
。
那
珂

川
と
中
丸
川
に
挟
ま
れ
細
長
く
の
び
た
三
反
田
丘
陵
の

先
端
付
近
に
位
置
し
、
標
高
二
〇
〜
二
五
ｍ
の
台
地
上

に
立
地
す
る
。
現
在
、
大
部
分
は
住
宅
団
地
に
な
っ
て

い
る
が
、
宅
地
に
囲
ま
れ
た
畑
作
地
の
一
角
に
遺
跡
が

残
る
。

　

一
九
七
一
・
一
九
七
二
（
昭
和
四
六
・
四
七
）
年
、
宅
地

造
成
工
事
に
伴
い
藤
本
弥
城
氏
ら
に
よ
っ
て
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
は
、
四
か
所
の
地
点
を
対
象
に

行
わ
れ
、
住
居
跡
・
再
葬
墓
を
含
む
小
ピ
ッ
ト
・
小
貝

塚
等
が
確
認
さ
れ
た
﹇
藤
本
一
九
七
七
﹈。
出
土
し
た
遺
物

は
各
時
代
に
わ
た
る
が
、
全
地
点
で
後
・
晩
期
の
縄
文

土
器
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
の
土
器
群
を
通
し
て
、
当
時

の
東
北
地
方
と
関
東
地
方
に
お
け
る
文
化
交
流
の
様
相

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
第
Ⅱ
・
Ⅲ
地
点
で
は
、
多
量
の
晩
期
土
器
と

と
も
に
、
石
器
類
や
骨
角
器
類
、
貝
類
や
骨
角
等
の
自

然
遺
物
が
検
出
さ
れ
、
漁
労
と
狩
猟
を
中
心
と
し
た
生

業
の
実
態
が
捉
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
土ど

偶ぐ
う

・
人
面
土ど

版ば
ん

・
三
角
壔と
う

な
ど
の
土
製
品
、
石
棒
・
石せ
っ
け
ん剣
・
独ど
っ

鈷こ

石い
し

・

岩が
ん
ば
ん版
な
ど
の
石
製
品
、
線
刻
を
有
す
る
土
器
や
礫
な
ど

多
彩
な
遺
物
も
出
土
し
て
お
り
、
祭
祀
や
儀
礼
等
の
精

神
文
化
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
貝
塚
で
あ
る
。

　

２　

柳
沢
大
田
房
貝
塚
出
土
の
土
冠

　

当
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
、
展
示
公
開
が
な
さ
れ
て

い
る
「
藤
本
弥
城
先
史
資
料
」
の
一
つ
で
あ
る
。
土
冠

は
、
石
冠
形
土
製
品
ま
た
は
冠
状
土
製
品
と
も
呼
ば
れ
、

大
き
く
頭
部
と
基
底
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
紹
介

す
る
土
冠
は
、
頭
部
か
ら
頸
部
に
か
け
て
の
小
破
片
で
、

基
底
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
頭
頂
部
付
近
は
、
指
頭
に

よ
る
ナ
デ
調
整

を
周
回
さ
せ
、

形
状
を
整
え

て
い
る
。
頭
部

下
半
に
は
、
整

形
時
に
付
い
た

と
考
え
ら
れ
る

条
線
状
の
爪
圧

痕
が
確
認
で
き

る
。
頸
部
に
は
、

細
く
浅
い
沈
線

を
巡
ら
し
、
三

角
形
状
に
広
が

る
と
推
定
さ
れ

る
基
底
部
と
区

画
し
て
い
る
。

　

胎
土
に
は
、

砂
粒
を
少
量
含
む
。
焼
成
は
普
通
で
、
色
調
は
頭
頂
部

の
片
面
の
み
が
淡
褐
色
を
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は

黒
褐
色
を
呈
す
る
。
計
測
値
は
、
現
存
高
五･

六
㎝
、

現
存
長
四･

九
㎝
、
頭
部
最
大
厚
三･

三
㎝
で
、
現
存

重
量
は
七
九･

一
ｇ
で
あ
る
。

　

所
属
時
期
は
、
出
土
状
況
や
共
伴
す
る
遺
物
等
が
明

確
で
な
い
た
め
断
定
で
き
な
い
が
、
他
の
多
様
な
土
製

品
・
石
製
品
等
と
同
じ
く
、
縄
文
時
代
晩
期
に
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

３　

土
冠
の
出
土
分
布
と
形
態
分
類

　

古
く
か
ら
土
冠
の
原
型
と
さ
れ
る
石せ

っ
か
ん冠

を
中
心
に
、

名
称
や
用
途
、
集
成
と
分
布
の
把
握
、
形
態
の
分
類
等

の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
集
成
結
果
に

拠
れ
ば
、
石
冠
分
布
の
中
心
は
、
中
部
・
北
陸
地
方
か
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ら
東
北
地
方
の
日
本
海
側
と
さ
れ
、
土
冠
の
分
布
は
、

石
冠
分
布
の
周
辺
及
び
希
薄
地
域
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

﹇
中
島
一
九
八
三
﹈。
関
東
地
方
各
県
か
ら
の
出
土
例
は
決

し
て
多
く
は
な
く
、
県
内
で
は
常
陸
太
田
市
幡は

た

台だ
い

遺
跡

と
常
陸
大
宮
市
小お

の野

天て
ん
じ
ん神
前ま
え

遺
跡
で
出
土
例

が
見
ら
れ
る
。
当
地
方

は
数
量
的
に
は
少
な
い

が
、
石
冠
と
土
冠
が
散

在
し
て
分
布
す
る
地
域

で
あ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。

　

形
態
の
分
類
に
関
し

て
は
、
石
冠
の
頭
部
に

注
目
す
る
と
、
図
２
の

球
頭
形
・
斧
形
・
山
形
・

石
鋸
形
に
大
別
さ
れ
る

﹇
中
島
一
九
八
三
﹈。
紹
介

し
た
土
冠
は
、
球
頭
形

に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
頭
部
は
沈
線
に

よ
る
区
画
の
み
で
、
球

頭
形
石
冠
に
多
く
見
ら

れ
る
棒
状
の
形
態
、
あ

る
い
は
括
れ
の
表
現
を

採
ら
な
い
。
基
底
部

の
形
態
は
不
明
で
あ
る

が
、
図
３
に
示
し
た
よ

う
に
、
他
遺
跡
出
土

例
の
多
く
が
、
底
面
は

彎
曲
し
て
弧
状
を
呈
し
、

底
面
中
央
に
は
長
楕
円
形
あ
る
い
は
溝
状
の
凹
み
を
有

す
る
。
製
作
意
図
に
は
、
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
石
冠
と
土
冠
の
分
布
傾
向
や
、
形
態
や
文

様
に
見
ら
れ
る
共
通
点
と
相
違
点
は
、
当
時
の
社
会
背

景
や
文
化
の
特
質
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

４　

土
冠
に
込
め
た
祈
り
と
願
い

　

機
能
と
用
途
に
つ
い
て
も
、
石
冠
を
中
心
に
出
土
状

況
や
民
族
事
例
等
を
も
と
に
、
多
様
な
論
が
展
開
さ
れ

て
き
た
。
近
年
で
は
、
出
土
遺
構
の
検
討
と
使
用
痕
の

分
析
か
ら
、
石
冠
の
形
態
に
応
じ
た
機
能
の
分
化
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、球
頭
形
に
分
類
さ
れ
る
石
冠
は
、

精
緻
な
製
品
が
目
立
ち
文
様
が
施
さ
れ
る
傾
向
が
強
い

こ
と
か
ら
、
土
冠
の
多
く
は
、
こ
の
形
態
を
模
倣
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
球
頭
形
の
石
冠
は
、
土
冠
も
含
め
て

祭
祀
ま
た
は
儀
礼
用
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
球
頭
形
の
石
冠
、
土
冠
の
頭
部
形
態
と
基
底

部
底
面
の
凹
み
を
、
男
女
両
性
の
象
徴
を
具
現
化
し
た

表
現
と
捉
え
、
男
女
交
合
を
含
め
た
性
に
関
す
る
呪
術

的
・
儀
器
的
な
用
具
と
す
る
説
﹇
能
登
一
九
八
一
﹈
も
説
得

力
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
具
体
的
な
用
途
や
使
用
方
法

は
、
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
小
さ
な
土
製
品
に
は
、
豊

穣
や
繁
栄
・
誕
生
と
再
生
、
あ
る
い
は
集
団
の
団
結
や

統
合
な
ど
へ
の
深
い
祈
り
と
大
き
な
願
い
が
込
め
ら
れ

た
も
の
と
想
像
し
た
い
。

参
考
文
献　

①
藤
本
弥
城
一
九
七
七
『
那
珂
川
下
流
の
石
器
時
代

研
究
Ⅰ
』
②
堀
越
正
行
一
九
七
九
「
船
戸
貝
塚
と
土
偶
・
石
冠
形

土
製
品
」『
史
館
』
一
一
史
館
同
人
③
能
登
健
一
九
八
一
「
信
仰
儀

礼
に
か
か
わ
る
遺
物
（
Ⅰ
）」『
神
道
考
古
学
講
座
』
１
雄
山
閣
④

中
島
栄
一
一
九
八
三
「
石
冠
・
土
冠
」『
縄
文
文
化
の
研
究
』
九

雄
山
閣
⑤
後
藤
信
祐
二
〇
〇
一
『
御
霊
前
遺
跡
』
Ⅱ
栃
木
県
教
育

委
員
会
⑥
横
倉
要
次
二
〇
〇
八「
茨
城
県
北
部
出
土
の
土
冠
二
題
」

『
婆
良
岐
考
古
』
三
〇
婆
良
岐
考
古
同
人
会

１　幡台遺跡（常陸太田市）　２　小野天神前遺跡（常陸大宮市）
３　御霊前遺跡（栃木県）　 ４　船戸貝塚（千葉県）
　　（文献②・⑤・⑥より一部改変・省略して引用）

（山形）（斧形）（球頭形）
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木
曜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
見
学

田
彦
小
学
校
３
年
生
社
会
科
見
学

田
彦
公
民
館
見
学
／

潮
来
市
移
動
歴

史
講
座
見
学
／

／
／

虎
塚
古
墳
公
開
／

東
京

都
万
葉
の
会
見
学
／

ふ
る
さ
と
探

勝
会
見
学
／
東
京
サ
イ
バ
ー
大
学
見
学

／

虎
塚
古
墳
閉
塞
作
業
／

高
野

小
学
校
６
年
生
社
会
科
見
学
（
写
真
）
／／

新
荘
ふ
る
さ
と
研
究
会
見
学
／

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
歩
く
会
見
学

／

中
根
小
学
校
１
年
生
ど
ん

ぐ
り
拾
い
／

郷
土
歴
史
研
究
会

／
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

企
画
展
「
土
浦
の
遺
跡
15
」
よ
り
資
料

返
却
【
武
田
西
塙
遺
跡
鍛
冶
関
連
資
料
】
／
郷
土

歴
史
研
究
会
／

山
梨
県
立
考
古
博

物
館
企
画
展
「
発
掘
さ
れ
た
女
性
の

銚
子
市
歴
史
民
俗
研
究
会
見
学
／
郷

土
歴
史
研
究
会
／

茨
城
放
送
⑦
「
砂

に
埋
も
れ
た
伝
説
〜
佐
藤
次
男
先
生
〜
」
／

東

京
都
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
サ
ザ
ン

カ
見
学
／

那
珂
市
中
央
公
民
館
見

学
／
中
根
小
学
校
２
年
生
校
外
学
習
／

／

／

／

虎
塚
古
墳
公
開

／／

／
一
中

コ
ミ
セ
ン
見
学

６　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

埋 文埋 文
センターセンター
日 々日 々

のの

2010 後期



20

系
譜
」
よ
り
資
料
返
却
【
乳
飲
み
子
埴
輪
ほ

か
】
／

／

／

／

火
ノ
見
京
子
氏
寄
贈
資
料
受
入

【
津
田
黒
袴
地
内
採
集
土
師
器
杯
ほ
か
】
／

茨

城
大
学
文
学
部
校
外
授
業

イ
ノ
シ
シ
骨
格
標
本
完
成
／

雪

茨
城
放
送
⑩
「
後
谷
津
製
鉄
遺
跡
に
つ
い

て
」
／

山
梨
県
立
博
物
館
企
画
展
「
甲
斐
源
氏

列
島
を
駆
け
る
武
士
団
」
よ
り
資
料
返

却
【
武
田
遺
跡
群
出
土
墨
書
土
器
ほ
か
】
／

／

／

／

黒
澤

春
彦
氏
（
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）
資

料
閲
覧
【
武
田
遺
跡
群
出
土
炭
化
種
実
】
／

／

郷
土
歴
史
研
究
会
／

／

／
大
森
昇
氏
寄
贈
資
料
受
入
【
畠
ノ
原
遺
跡

出
土
縄
文
土
器
片
】

渡
辺
明
氏
寄
贈
資
料
受
入
【
高
野
城
内
採

集
陶
器
ほ
か
】
／

／
常
陸
風
土
記
を
歩

く
会
見
学
／

清
水
久
男
氏(

大
田
区
立

郷
土
博
物
館
）
資
料
借
用
更
新
【
東
中
根
遺
跡
炭

化
米
】
／
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の

広
場
企
画
展
「
土
浦
の
遺
跡
16　

ム
ラ

の
風
景　

く
ら
し
の
足
跡
―
霞
ヶ
浦
周
辺
の

古
墳
時
代
集
落
―
」へ
資
料
貸
出
【
武
田
遺
跡
群
出

土
炭
化
種
実
】
／

・

／

／

／

電
気
復
旧
／

／

水
道

復
旧
確
認
／

茨
城
放
送
⑫
「
地
震
と

考
古
学
」／

　

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
詞
「
う
さ
ぎ
追
い
し
」

を
「
う
さ
ぎ
美お

い味
し
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
、
と

い
う
話
は
よ
く
聞
く
。
聴
い
た
歌
詞
を
誤
解
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
で
は
何
故
ウ
サ
ギ
を
追

い
掛
け
た
の
だ
ろ
う
。
歌
詞
は
「
こ
ぶ
な
釣
り
し
」

と
続
く
。
釣
っ
た
魚
は
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
リ
リ
ー

ス
で
逃
が
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
観
賞
の
た
め
に
飼
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
食
べ
た
だ
ろ
う
。
な

ら
ば
、
ウ
サ
ギ
も
狩
る
た
め
に
追
い
掛
け
た
の
で
は

な
い
か
。
実
は
、
山
で
の
狩
猟
と
川
で
の
漁
労
が
対

句
と
な
っ
た
歌
詞
な
の
で
あ
っ
て
、「
う
さ
ぎ
美
味

し
い
」
と
直
感
的
に
聴
き
取
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち

誤
り
で
は
な
い
、
な
ど
と
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
ら

年
が
明
け
て
卯
年
を
迎
え
た
。

　

縄
文
時
代
に
は
も
ち
ろ
ん
ノ
ウ
サ
ギ
も
食
べ
て
い

た
。
市
内
の
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
か
ら
も
ノ
ウ
サ
ギ
の

下
顎
切
歯
、
上
腕
骨
、
踵
し
ょ
う
こ
つ骨
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

か
な
り
前
に
、
骨
格
標
本
を
作
る
た
め
に
ウ
サ
ギ
を

埋
め
た
の
だ
が
、
そ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
は
砂
場
を
設
け
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
後
は
ウ
サ
ギ
待
ち
。
ま
さ
か
時
折
セ
ン
タ
ー
に

姿
を
見
せ
る
灰
色
の
ノ
ウ
サ
ギ
を
追
い
掛
け
る
わ
け

に
も
ゆ
く
ま
い
。

編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪
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